
UPSと発電機が一体化したシンプルな構成

ロータリーUPSシステム
●ロータリーUPSとは？

●静止型UPS（大容量バッテリー式）との比較

通常時は、チョークコイル＋同期電動機で電圧変動・周波数変動に対する安定
化補正／高調波のフィルタリングや力率調整等の安定電源の供給を行いつつ、
同期電動機にて内蔵されているフライホイルを回し続けます。
停電などの電力異常時に、フライホイルに蓄えられた慣性エネルギーを同期電動
機を介して電気エネルギーに変換させ、数秒間、電力を生み出し、その間に
ディーゼルエンジンを立ち上げ、連続給電を維持する安定電源供給装置です。

ポニーモーター アウターロータ／フライホイル

自動グリース注油装置

ディーゼルエンジン

制御ボックス 同期電動機／発電機 フリーホイルクラッチ ベースフレーム

シンプルなシステム
UPSと発電機の一体化により、UPS～発電機間
の同期が不要となり、同期失敗のリスク無し

AC/DC, DC/AC変換装置が不要 約20～60%低減（参考値）

設置面積
約25～45%低減（参考値） ロータリーUPS：最大98%

静止型UPS:約92%（バッテリー空調電源含む）
電源品質に影響なく負荷変動対応が可能

環境負荷
ロータリーUPS：バッテリー不要
静止型UPS      ：７～8年ごとに交換

ロータリーUPS：約25年
静止型UPS　　：約7年

ロータリーUPS：不要
静止型UPS　　：約15年
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システム構成図

メンテナンスコストイメージ

システム概念図

エネルギー変換装置不要 メンテナンスコスト

総合効率 負荷変動対応

エネルギー貯蔵装置期待寿命 エネルギー変換装置期待寿命
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●国内におけるロータリーＵＰＳ体制・・・「安全と安心を提供いたします」

2019年より、エア・ウォーター防災が、国内における調達から設計・施工・メンテナンスまで、同製品の一貫した取り扱いを開始しました。
稼働中の物件に関するメンテナンス業務を担当し、それに伴い、交換部品のストック倉庫を国内に配備したことによって、海外製品に不安
をもたれるお客様の問題を解決しました。
さらに、今後の拡販に伴い、対象サイトに特化したバックアップ体制を構築していく予定です。
また、アジア地域のHITECサービス拠点（台湾）とも、時差のないスムーズなメンテナンス対応が可能です。

●コンテナパッケージ

非常用発電機システムなどのコンテナパッケージの設計、
製造から据付までの一貫体制でお客様のニーズに合わせた
柔軟な対応が可能です。
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ロータリーUPS製品・技術・SV コンテナパッケージ設計・製作

【国内管理体制】
■事業統括 事業本部
■営業関係 パワーシステム部
■業務関係 パワーシステム部
■工場調達関係 調達部
■在庫管理 関東センター

国内販売・設計・施工・アフターサービス 国内物流

防災事業部 パワーシステム部

事業本部

工場調達

在庫管理

出資比率
100%

出資比率
80%
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※当社製品をより安全・安心にお使いいただくために、充実したサポート体制、保守メンテナンスサービスをご用意しています。
　どうぞお気軽にご相談ください。
仕様・外観などは、改良のため予告なしに変更することがあります。


